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ウルフ網描画とステレオ投影用ソフトウェア（VBAWulff）に関する説明

本パッケイジに含まれるソフトウェアは，①ウルフ網の描画（正路，2002），②ステレオ投影と頻度図の作成（正路，2002），③大円および小円の描画（正路，2006）に分けられる．①のウルフ網描画のプログラムでは，視点が極にある赤道面投影および視点が赤道上にある子午面投影のウルフ網以外に，視点が球面上の任意の位置にある網（例えば，高野網）を描くことができる．これらのプログラム群は，その名称がWulffNetで始まる．②のステレオ投影と頻度図の作成プログラムでは，地層面や割れ目の法線を赤道面投影のウルフ網に投影するとともに，立体角が8.109614º（半球の表面積の1％）の円内に入る投影点の数を求めて，頻度図を作成する．これらステレオ投影と頻度図作成のプログラム群うちは，前者の名称はWulffPlotで，後者の名称はWulffFreqで始まる．③の大円および小円の描画のプログラムでは，例えば，ウルフ網上で頻度が卓越する部分に大円や小円を描くことができる（描く円の中心および半径の角度は利用者が与える）．この作業のプログラム群は，その名称がWulffCircleで始まる． 

以下では，実際の操作手順を考慮して，計算条件の入力と各プログラムこの順序で説明してある．しかし，利用者は，まず初めにデモプログラムWulffDemoを実行して，本ソフトウェアパッケイジの機能の全体を把握し，その後にプログラムの説明で必要なプログラムを見つけ，その操作に必要な計算条件の入力の仕方の部分を読むのが最も簡便であろう． 

1．計算条件の入力（ワークシート”#>CNDTN”への記入）

以下に，計算条件の入力，すなわちワークシート”#>CNDTN”への記入方法を説明する．説明は，このワークシートの列”Item-ID”にある略号をアルファベット順に並べ替えて行う．なお，ここの説明で各項目に記入されている条件等を示す場合は，列”Item-ID”にある略号を用いる．例えば，Color とあれば”Color”と”Condition”で決められるセルに記入された条件を指し，ShtDatとあれば｢Item-ID がShtDatである行で指定されたシート｣を意味する．また，X座標とY座標はそれぞれ，ウルフ網を2次元直交座標系と見たときの横軸と縦軸である．

Color：ウルフ網を描く線の色．

Diam：出力されるウルフ網の直径（cm）．この値が，印刷出力される用紙（横長）の高さより大きい場合は，指定された用紙に描ける最大の円が出力される．

Drct：描くウルフ網の北極の方向．方位がθで落しがφならば，θ/φと書く．単に0と書くと視点が赤道上の子午面投影網が，90と書くと視点が極の赤道面投影網が得られる．それぞれ0/0と0/–90と書いても同じ網が得られるが，このときは極付近の経線が間引かれずにすべて引かれる．高野網を描くときは，ここに0/–6.383333（＝6º23'），LngOffst欄に18.43333（＝18º26'）と記入する．

Dsply：ウルフ網に投影された3次元単位ベクトルの頻度を数値で出力する場合の区切り値とそれ以上の値に与える色（含白黒濃淡）．数値は降順に並べる（セルを右方へ読んでいって，空白セルの直前までが有効）．与えられた数値以上の値が指定された色で出力される． 

Height：網が描かれたシートに＋印で示される長方形（実際は正方形）の高さ．プロットエリアの4隅をこの印に合わせると，網の直径がDiamで指定された値になる．

Hemi：ステレオ投影を行う半球が上か下かを指定する．与えられた数値が正ならば上半球，負ならば下半球である（デフォルトは空白で下半球投影）．

LatHar：極細線で描く緯線の間隔（空白の場合は描かない）．

LatIntv：描かれる緯線の間隔．

LatMdm：中太線で描く緯線の間隔（空白の場合は描かない）．

LatThck：太線で描く緯線の間隔（空白の場合は描かない）．

LatThn：細線で描く緯線の間隔（空白の場合は描かない）．

LngHar：極細線で描く経線の間隔（空白の場合は描かない）．

LngIntv：描かれる経線の間隔．

LngMdm：中太線で描く経線の間隔（空白の場合は描かない）．

LngOffst：経線目盛のずらし量（通常は空白）．高野網を描くときは，Drct欄に0/–6.383333（＝6º23'），ここに18.43333（＝18º26'）と記入する．

LngThck：太線で描く経線の間隔（空白の場合は描かない）．

LngThn：細線で描く経線の間隔（空白の場合は描かない）．

Points：ウルフ網に投影された3次元単位ベクトルの頻度を点画で描くときの1辺の点の数．101以下でなければならない．

Polygn：ウルフ網の外周を近似する二等辺三角形の頂角の値．

ShtCrcl：円を描くための条件が記入されたワークシートの名前（本パッケイジでは”Circle”）．最初にプログラムWulffCircleを実行するときは，このShtCrclを表示しておく（ワークシート”#>CNDTN”が表示されていてこの欄が空白の場合，あるいはこれら以外のシートが表示されているとエラーが発生する）．円を描くグラフシートと描かれる円の条件は隣接する2列を使って与える．すなわち，行１の奇数列にグラフシート名を偶数列に円のデータを記入する．大円を描くグラフシートが複数ある場合は，各グラフシート名を半角角括弧（”[“，あるいは”]”）で区切る．大円の方向は，面の走向と傾斜（例えば，75E55N，N36W58S，S15E50N，280/80NE），あるいは面の法線の方位と落し（例えば，259/–20やS25E/–20）で与える．また，2方向を含む面は，これらの方向の方位と落し（例えば，”140/–30,270/–40”や”N20W/–60,S60W/–50”）を与える．一方，小円は，中心の方位と傾斜および半径（立体角）（例えば，”90/–25,20”や”N40W/–10,30”）で指定する．大円か小円か，また大円の場合，走向と傾斜か，法線の方位と落しかは自動的に判定される．なお，傾斜と落しは負号がなくても俯角と見なす．円を描くための対象は，次の２通りのうちのいずれかで指定する（なお，以下では列と書いてあるが，実際には行1のみが対象）．①円を描きたいデータの記入してある列に網を掛ける（連続しない列を指定するとき便利）．②円を描きたいデータの記入してある列をカーソルで選ぶ（連続的に並んでいるとき便利）．網掛けがないときは，②が実行され，カーソルで選ばれた列がないときは，列Aから空白の列の左隣りまでが対象となる．プログラムWulffCircle実行後，描画のための計算結果が，対応する列の行2以降に記入される．このとき，奇数行に横座標，偶数行に縦座標が出力される．行2と3に円の中心の座標が出力される．ただし，行3に出力されるのは，中心がウルフ網の外周上にある場合で，ほとんどの場合行3は空白である．行4以降に大円あるいは小円を描くための座標が記入される．プログラムWulffCircleは，このデータを使って，ウルフ網上に円を描く． 

ShtDat：ウルフ網に投影するデータが記入されたワークシートの名前．データを複数の群に分けて処理したい場合は，それぞれの群に異なる列を割り当てる．各列の行1には，その列のデータ群を示す表題を記入する．プログラムは，列Aを右方へ読んでいって，空白のセルがあるとその左の列までが有効であると見なす．したがって，データ群が複数の場合は無論，仮にデータが1群であっても，表題は記入しなければならない．各列においては，行2から空白セルの直上までを対応する群のデータと見なす．データは，面の走向と傾斜か，面の法線の方位と落しで与える．面の走向と傾斜は，75E55N，N36W58S，S15E50N，280/80NEのいずれかの書式による．ここで，先の数字が走向，後の数字が傾斜を示す．S15EのSを省略してはならない．傾斜方向を表すNEは，NあるいはEのみでもよい．走向を360ºで与える場合は，北が0で時計回りに計る．面の法線の方位と落しは，259/–20，S25E/–20のいずれかの書式で与える．ここで，斜線の前の数字が方位，後の数字が落しを示す．方位を360ºで与える場合は，北が0で時計回りに計る．落しを表す負号（–）はなくても俯角と見なす．上半球に投影する，すなわち仰角を表す場合は，数字の前に正号（+）をつける． 

ShtFrq：ウルフ網を直交座標系と見て，各格子点で表される方向付近に投影された3次元単位ベクトルの頻度を出力するワークシートの名前．行1では，列Aが空白で列B以降にX座標の値が示される．行2以降は，列AにY座標の値，列B以降に各格子点の頻度（％）が表示される．あるセルの値が0で，しかも隣接するすべてのセルの値も0の場合，当該セルは空白で表示される．

ShtFrqXY：ShtFrqに与えられている各X-Y座標点の頻度をDsplyで与えられた範疇に分類し，その結果を出力するワークシートの名前．行1では，列Aに“Horiz.”，列B以降に範疇の範囲が示される．行2以降は，列AにX座標，列B以降に分類された座標点のY座標が表示される．

ShtGrf：ウルフ網，カウンターあるいはステレオ投影結果などが出力されるグラフシートの名前．

ShtPlot：ウルフ網に投影する3次元単位ベクトルのX-Y座標が出力されるワークシートの名前．行1では，列Aに“Horiz.”，列B以降にデータ群の表題が表示される．行2以降は，列AにX座標，列B以降に対応するデータ群に属するベクトルのY座標が表示される．

ShtPole：面の方向が走向と傾斜（N40E60SE）で示されている場合，その法線の方向（310/–30）を出力するワークシートの名前．計算は，プログラムWulffPoleで行う． 

ShtNet：ウルフ網を描くために計算されたX-Y座標が出力されるワークシートの名前．行1では，列Aに“Horiz.”，列Bに“Hair”，列Cに“Thin”，列Dに“Medium”，列Eに“Thick”と表示される（列B以降は，それぞれ，極細，細，中太，太線の意味）．列B以降は，列AにX座標，列B以降に対応する線種のY座標が表示される．カウンターを出力する場合は，列Fにカウンター用円のY座標が表示される．

Unit：Dsplyで与えられている数値で区切られた値をウルフ網に出力するときの単位．空白ならば，Dsplyで正の最小値を1桁の値にする単位が選ばれる（例えば，最小値が30ならば10，0.3ならば0.1）．

％：頻度を表示する単位（通常は％を使う）．

２．プログラム
ウルフ網の描画（WulffNet），3次元単位ベクトルのステレオ投影（WulffPlot）とその卓越方向の表示（WulffFreq），および大円あるいは小円の描画（WulffCircle）のためのプログラムは，以下の通りである．なお，ここの説明で各項目に記入されている条件等を示す場合は，｢計算条件の入力｣と同じ方式による．

WulffCircle：ワークシートShtCrclに与えられたデータに従って，大円あるいは小円を描く．本プログラムを実行するときは，ShtCrclか，円が描かれたグラフシートが表示されていなければならない（ワークシート”#>CNDTN”が表示されていてこの欄が空白の場合，あるいはこれら以外のシートが表示されているとエラーが発生する）．描画のための計算結果は，ShtCrclの対応する列の行2以降に出力する．このとき，奇数行に横座標，偶数行に縦座標が出力される．行2と3に円の中心の座標が出力される．ただし，行3に出力されるのは，中心がウルフ網の外周上にある場合で，ほとんどの場合行3は空白である．行4以降に大円あるいは小円を描くための座標が記入される．次に，この計算結果にもとづいて，大円と小円を指定されたグラフシートに出力する．なお，大円を描くためのグラフシートは，前もってWulffMacroNetを実行して，用意されていなければならない．大円または小円が描かれているグラフシートが表示されているとき，本プログラムを実行すると，Inputボックスから，円を描くためのデータを修正することができる．このとき，対象とする円が複数のグラフシートに出力されている場合，すべてのシートの円が修正されるので，注意を要する． 

WulffDemo：本ソフトウェアパッケイジの機能の全体を把握するためのデモプログラム．ワークシート”#>CNDTN”に適当に条件を与えながら，ウルフ網を描くWulffDemoNet，ステレオ投影と頻度図の作成を行うWulffDemoPlot，大円と小円を描くWulffDemoCircleが順次走る．なお，WulffDemoPlotの実行では，ワークシート”Bedding”のデータを，WulffDemoCircleの実行ではワークシート”Circle”に与えられている条件を使う． 

WulffDemoCircle：デモプログラムWulffDemoを実行したとき，大円と小円の描画を行うデモプログラム．単独で実行すると，エラーが発生する恐れがある． 

WulffDemoNet：デモプログラムWulffDemoを実行したとき，ウルフ網の描画を行うデモプログラム． 

WulffDemoPlot：デモプログラムWulffDemoを実行したとき，ステレオ投影と頻度図の作成を行うデモプログラム． 

WulffFrequency：ウルフ網に投影された3次元単位ベクトルの頻度をX-Y座標の各格子点について計算し，ShtFrqに出力する．本プログラムの前に，WulffPlotCoordが実行されていなければならない．

WulffFrequencyDraw：ShtFrqに出力されている各X-Y座標点をDsplyで指定された頻度を境とする範疇に分けて，各点のX-Y座標をShtFrqXYに出力したのち，ShtGrfに点画として描く．本プログラムの実行の前に，WulffFrequencyが実行されていなければならない．

WulffFrequencyWrite：Dsplyで指定された頻度の範疇を示す色を用いて，ShtFrqに出力されている各X-Y座標点の頻度をShtGrfの当該位置に数値で記入する．グラフ中に多数のテキストを出力するため，実行に長時間を要する．したがって，各格子点における頻度を知る必要がない限り，本プログラムの実行は薦めない．本プログラムを実行するためには，その前にWulffFrequencyが実行されていなければならない．

WulffMacroCounter：プログラムWulffNetCounterとWulffPlotGraphを実行し，ウルフ網用カウンターを描く．

WulffMacroFreqDraw：プログラムWulffFrequencyとWulffFrequencyDrawを実行し，頻度図を描く．本プログラムの実行の前に，WulffPlotCoordが実行されていなければならない．

WulffMacroNet：プログラムWulffNetCoordとWulffNetGraphを実行し，ウルフ網を描く．

WulffMacroPlot：プログラムWulffPlotCoordとWulffPlotGraphを実行し，ウルフ網に3次元単位ベクトルデータを投影する．

WulffNetCoord：ウルフ網を描くための緯線と経線の座標を計算し，ShtNetに結果を表示する． 

WulffNetCounter：ウルフ網で投影点の数を数えるためのカウンター（面積が半球の面積の1％の円）の座標を計算し，ShtNetに結果を表示する． 

WulffNetGraph：ShtNetに出力されたX-Y座標にもとづいて，ウルフ網やカウンターをShtGrfに描く．

WulffPlotCoord：ShtPoleに与えられている投影用データのそれぞれについて，ウルフ網上でのX-Y座標を計算し，結果をShtPlotに出力する． 

WulffPlotGraph：ShtPlotに与えられているウルフ網上でのX-Y座標を用いて，投影用データをShtGrfに出力する． 

WulffPole：ShtDatに与えられている面の走向と傾斜から法線の方向を求めへ，その結果をShtPoleに出力する． 
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